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コオロギ食料難救え
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コオロギを量産する技術を確立し、食料難に備

萎羅謹驚駕窯吟欝I

籍鴬灘繁~怠」ぶ。

、L 三戸太郎准教授

国連の世界人口白書によると、まだ知られておらず、試作器作りの
2050年に世界の人口は90億入超と推資金調達で行き詰まった。今春、大
計され、国連機関は13年、昆虫を食学が学術系CPを始めることにな
べることで食料不足を補うよう提言り、展望が開けた。
した。米国ではコオロギの加工食品「フタホシコオロギ食用化プ，ロジ
も販売されているといい、三戸さんエクト！」と銘打って、4月4日か
らは研究用に飼っているフタホシコら資金を募った。「イナゴなど伝統
オロギが、高たんぱく質、低力ロリ的な昆虫食もある日本から、大きな
ーな点に着目した。 流れを起こしませんか」と呼びか

フタホシコオロギは背中に二つのけ、5月末の期限前に目標を達成。
斑点があり、沖縄などに生息する。募集は続けており、10日時点でサポ
体長約3掌ﾝとほかのコオロギより大テター約60人、計約52万円が集まつ
きく、一年中繁殖が可能という。三ている。

戸さんらは、食用に量産するためサポーターへは支援の額に応じた
に、自動で水を与えるシステムなど特典を用意している。3千円で、し
を備え、数千匹を飼育できる装慨をシピ付きのコオロギの粉末と電子版
計画した。 の研究日誌のセット。5千円なら、

しかし、昆虫食の研究は国内ではこのセットにコオロギの顔をあしら

圏寵蕊嘩ﾝデｨﾝダ
研究資金を広く集める手段と
して4月から試行。研究テー

マ、目標寄付額などを業務委託
先サイト(https;//academist
-cf.com/)で約2カ月公表す
る間に、目標額に達すれば資金
が確保でき、研究が始まる。
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ったTシャツがつき、1万円では試
食会やサイエンスカフェの参加券も
つく。

研究チームが4月、コオロギの粉
末を使った料理を作って試食したと
ころ「トンカツは香ばしい」「たこ

焼きはカツオ節で食べるよりおいし
かった」などの意見が出た。丸揚げ
は「酒のつまみにもいい」という。
三戸さんは「見た目で受け付けな
い人も多いと思ったが、CPでは予
想外の反響があった。食料問題への
関心の高さを感じる」と話す。チー
ムは今年秋には飼育器の試作を仕上

げる予定。将来は大壁飼育器を実用
化し、加工食品も開発して市場に流
通させる椛想だ。（旭岡龍太）
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ICT活用次世代型農業研究協定
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